
 

 

 

 

第４６８号 （令和４年９月１９日） 

 

 

◎第５１１回例会   

日 時 ：令和４年９月１９日(月・祝) 午後 1 時～ 

場 所 ：岡山県医師会館 三木記念ホール 

 講 師 ：横浜市立大学 医学部産婦人科 主任教授 宮城 悦子 先生 

 演 題 ：「子宮頸がん予防 2022」 

 

症例報告  

    「診断に苦慮した異所性妊娠の一例」 

岡山済生会病院 澤井 雄大 先生 

 

 

◎第５１２回例会予告   

日 時 ：令和４年１１月２０日(日) 午前 10 時～午後 5 時 （予定） 

場 所 ：岡山県医師会館 三木記念ホール 

 

第４７回岡山産科婦人科学会総会ならびに学術講演会 

（１１月の｢産婦人科専門医会｣は岡山産科婦人科学会学術講演会に合流致します。） 

 

【特別講演】 午後 2 時 40 分～午後 3 時 40 分 （予定） 

 演 題 ：「プレコンセプションケア～心身の環境を整える～」 

講 師 ：日本医科大学 女性生殖発達病態学 大学院教授 鈴木 俊治 先生 

座 長 ：川崎医科大学 産婦人科学 1 教授 下屋 浩一郎 先生 

 

※開催時間等につきましては、変更となる場合もございますのでご了承ください。 

 

 

 

 

◎保険だより 

＃１．不妊治療での超音波検査の回数（目安）について： 

 ◉卵巣機能不全：初診時に１回 

◉タイミング法や AIH:１周期１回を原則とする 

   排卵誘発剤使用時（排卵障害、調節卵巣刺激など） 

    ・HCG のみ：１周期２回  

    ・経口薬：１周期３回  

    ・注射薬：１周期３回 

    ・OHSS 発症の場合：更に２回程度 

 ◉凍結胚移植：１周期２回 

   採卵術、胚移植術を算定する日の超音波は算定不可とする。 
 
＃２．婦人科疾患における免疫染色（免疫抗体法）病理組織標本作製について： 

手術検体だけでなく生検組織でも認める。 

1)全胞状奇胎および部分胞状奇胎に対するｐ57kip2,TSSC3 抗体を認める。 

2)子宮頸部異形成に対するｐ161NK4a および Ki67、CIN2,3 のみ認める。 

詳記に CIN2,3 が必要。 

3)子宮内膜原発漿液性腺癌（子宮体癌）に対するｐ53 は、組織学的に分類不能の 

場合等の詳記が必要である。 
 

＃３. 流産時の流産検体を用いた染色体検査について： 

令和 4 年 4 月より「自然流産の既往のある患者であって、流産手術を行った者に対し

て、流産検体を用いたギムザ分染法による絨毛染色体検査を実施した場合は、「2」の

その他の場合 2,553 点で算定」が可能となったが、原則 不育症、習慣性流産等の病

名が望ましい。分染法加算も算定可能。 
 

＃４.一般不妊治療又は生殖補助医療を実施している患者に対して、医師の医学的判断に 

より、通常の妊娠経過を確認するために、妊娠反応検査（尿中・血中 HCG 検査）を

実施した場合、一連の診療過程につき、一回に限り算定可能。 

（厚生労働省保健局医療課事務連絡 令和 4年 8月 24日） 
 

＃５.投与日数制限のない医薬品処方における投与上限日数について： 

療養担当規則による「予見することができる必要期間に従ったもの・・」の必要期間 

は概ね３ゕ月として、連続する３ゕ月の投与上限日数は９２日として処方願います。 

尚、周期投与薬剤（21 錠シート、28 錠シート）についての上限は３周期分。 
 

＃６．会陰切開及び縫合術、会陰裂傷縫合術（筋層に及ぶ）について： 

通常分娩費に含まれ保険給付外ですが、妥当病名での吸引娩出術や鉗子娩出術施行時

の保険請求は可能。但し 会陰裂傷縫合術（筋層に及ぶ）施行時は病名の記載が必要。 

 

岡  山  県      

産 婦 人 科      
専門医会会報 

報 

岡山市北区駅元町１９番２号 

岡山県医師会産婦人科部会 

岡山産科婦人科学会 

岡山県産婦人科医会 



 

 

 

◎妊産婦死亡例調査について 
  

「妊産婦死亡例登録、調査」（妊産婦死亡とは妊娠の期間及び部位に関係なく、妊娠   

またはその管理に関連した、あるいはそれらによって悪化したすべての原因による妊

娠中または分娩後４２日以内における女性の死亡をいいます。） 

 死亡例発生の都度、速やかに江尻会長までご連絡下さいますようお願い申し上げます。 

 

◎おぎゃー献金について 
  

プラスチック製の暖かみのある素敵な献金箱が出来ました。ご希望の方は当支部へお

申し込み下さい。 

 かねてよりご協力願っております「おぎゃー献金」の入金には直接持参してくださる

か、便利な中国銀行の振込用紙をご利用下さい。 

 （振込用紙、献金袋、受領証並びに感謝シールは当支部にございます） 


